
［研究の先に見据えるビジョン］

時間と場所を選ばず、人々が手軽に活用
できるウェアラブル・ヘルスケアデバイ
スを実現する事により、日常的な健康管
理と、医療との間に存在するギャップを
埋め、人々が健康で豊かに暮らせる未来
社会の実現に向けて研究開発を進めて参
ります。

健康で豊かに暮らせる未来社会の実現

応用分野
生体計測技術、デジタルヘル
スケア、遠隔医療、IoTセンサ

キーワード
有機半導体、フレキシブルエレ
クトロニクス、ウェアラブル、バ
イオセンサ

図1 フレキシブル有機薄膜電子回
路技術を活用した生体計測回路

図2 フレキシブル心電計測シート
を活用したワイヤレス心電計測

健康寿命の延伸のため、いわゆる「未病」状態を早期に発見
する事が重要とされており、日常的な健康管理を目的とし
たスマートウォッチ等の利用が活発になっています。しか
し、現状のウェアラブルデバイスで計測可能な生体情報は
いまだ限定的であり、より多くの情報を、より手軽に、そ
して日常的に計測可能なデバイスの開発が望まれています。
我々はこれまでに、フレキシブル有機電子回路技術を利用
した世界最薄・最軽量のノイズ除去機能を有する低ノイズ
心電計測シートの開発に成功しました（図1, 2）。このような
フレキシブル・軽量・低ノイズ性といった特徴は、日常的
な生体計測において重要なデバイス性能です。また、今後
より多くの生体情報の計測を目指し、脳波・心電などの生
体電位信号だけではなく、人の心身状態をより直接的に反
映する汗、涙、間質液中の生体代謝物濃度を連続計測する
ためのデバイス開発を行っています。
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ウェアラブル生体計測デバイスの開発
フレキシブル有機薄膜電子回路技術の活用

39

人
文
・
社
会

科
学
の
知

量
子
技
術 

宇
宙

海
洋 

食
料
・

農
林
水
産
業 

Ａ
Ｉ
技
術

健
康
・
医
療

マ
テ
リ
ア
ル

バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 




